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因として，ニカルジピン投与時間(オッズ比 1.042, 95%信頼区間 1.023- 1.062, p=.000)が明らかと
なった。 
脳卒中急性期の厳密な血圧管理のため，ニカルジピンの高濃度で長時間の投与は，患者の生命
の危機回避のため必要不可欠な治療方法である。静脈炎発症の関連要因として，持続投与24時間
で有意に静脈炎を発症することを踏まえ，末梢刺入部のカテーテルの交換を24時間未満に行うケ
アは，静脈炎発症を低減できる可能性が示唆された。 
 
 
